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主 な 内 容
◦農業施策に関する意見書の回答がありました
◦全国農業新聞のご購読を
◦農業者年金に加入しませんか
◦標準労賃・機械作業標準料金、賃借料情報
◦ご存じですか？ニワウルシ
◦農業委員会活動記録
◦野焼きは原則禁止です！
◦職員の人事異動 ◦編集後記

昨
年
11
月
17
日
に
市
長
あ
て

に
提
出
し
た
「
農
業
施
策
に
関

す
る
意
見
書
」
に
対
す
る
回
答

が
12
月
25
日
、
三
木
正
夫
市
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
農
業
委
員
会
か
ら
神

林
利
彦
会
長
、
中
村
豊
彦
会
長

職
務
代
理
、
丸
山
輝
幸
農
業
振

興
対
策
部
会
長
、
吉
池
寿
一
農

地
対
策
部
会
長
、
湯
本
か
代
子

農
業
後
継
者
対
策
部
会
長
が
出

席
し
、
回
答
内
容
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

回
答
の
要
旨
を
次
の
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
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の
回
答
が
あ
り
ま
し
た

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
わ
か

り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解

説
や
経
営
・
流
通
の
最
新
情

報
等
が
満
載
で
皆
様
の
暮
ら

し
に
役
立
ち
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

【
月
４
回
金
曜
日
発
行

購
読
料
・
月
700
円

（
送
料
、
税
込
み
）】

（
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。）

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

老
後
の
生
活
を
支
え
る
た

め
の
備
え
と
し
て
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

§
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件
§

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免

除
者
を
除
く
。）

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

○
60
歳
未
満

§
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
§

○
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

○
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型

で
長
期
安
定
の
制
度
で
安

心
で
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
は
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
額
は
経
営
状
況

な
ど
に
よ
り
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。

(月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
)

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
―
２
４
８
―
９
０
１
５

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
坂
支
所

☎
０
２
６
―
２
４
５
―
１
３
０
０
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Ⅰ

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

１

温
暖
化
に
対
応
し
た
果
樹

産
地
づ
く
り
に
向
け
て
標
高

等
の
栽
培
環
境
を
考
慮
し
た

品
種
等
の
研
究
と
、
温
暖
化

に
伴
う
開
花
時
期
の
早
期
化

に
よ
り
凍
霜
害
の
確
率
も
増

加
し
て
い
る
の
で
対
策
に
万

全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】

温
暖
化
に
対
応
可
能
な
新
た

な
品
種
開
発
や
栽
培
技
術
等
の

導
入
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
や
県
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
情

報
収
集
に
努
め
ま
す
。

凍
霜
害
対
策
と
し
て
栽
培
管

理
の
チ
ラ
シ
配
布
や
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
気
象
情
報
の
発

信
に
努
め
ま
す
。
県
で
も
注
意

喚
起
の
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
ご
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
が
の
県
農
業
サ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
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ま
た
、
不
測
の
事
態
に
備
え

果
樹
共
済
や
収
入
保
険
に
加
入

�
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�
�
�
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意
見
書
の
回
答
要
旨

討
さ
れ
た
い
。

（
ニ
ワ
ウ
ル
シ
に
つ
い
て
は
４

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
回
答
】

地
域
を
把
握
す
る
農
業
委
員

会
か
ら
耕
作
放
棄
地
に
な
る
前

に
農
地
周
辺
の
原
野
所
有
者
や

農
地
所
有
者
に
周
知
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
つ
い
て
は
、
遊
休
農
地
解
消

対
策
事
業
補
助
金
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

Ⅲ

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

１

ブ
ド
ウ
棚
設
置
費
用
の
高

騰
に
見
合
う
よ
う
樹
園
地
拡

大
事
業
補
助
金
の
補
助
上
限

額
を
見
直
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】

本
補
助
金
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
基
金
が
財
源
で
恒
久
的
に

確
保
で
き
な
い
事
、
県
内
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
で
制
度
自
体
が

な
い
状
況
で
あ
る
の
で
増
額
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

２

次
世
代
人
材
投
資
事
業
の

農
家
子
弟
の
リ
ス
ク
要
件
緩

和
に
つ
い
て
国
に
要
望
さ
れ

た
い

【
回
答
】

本
制
度
は
リ
ス
ク
要
件
と
い

う
概
念
は
な
く
、
農
家
子
弟
は

対
象
と
し
な
い
制
度
と
な
っ
て

い
る
た
め
要
件
の
緩
和
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、市
独
自
の
新
規
就
農
研

修
給
付
金
制
度
に
よ
り
農
家
子

弟
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

３

新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

⑴

新
規
就
農
者
の
ブ
ド
ウ
園

地
に
つ
い
て
研
修
期
間
終
了

ま
で
に
確
保
が
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
回
答
】

地
域
で
の
話
し
合
い
の
中
で
、

一
定
規
模
で
農
地
が
ま
と
ま
り
、

次
の
担
い
手
が
確
保
で
き
る
よ

う
で
あ
れ
ば
基
盤
整
備
を
含
め

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

園
地
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、

遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業
や
樹

園
地
拡
大
事
業
を
利
用
し
て
ブ

ド
ウ
棚
を
設
置
し
、
改
植
等
に

つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
で
果
樹
経
営
支

援
対
策
事
業
や
果
樹
未
収
益
期

間
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
制
度
の
周
知
に
努
め
ま

す
。

⑵

新
規
就
農
者
の
作
業
場
の

確
保
に
向
け
て
引
き
続
き
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】

引
き
続
き
作
業
場
確
保
に
努

め
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
に
お

い
て
も
候
補
地
等
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
掛
金

補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
加
入
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

２

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
、
ブ
ド
ウ
の
冷
凍
販

売
な
ど
新
た
な
販
売
方
法
の

研
究
を

【
回
答
】

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品

開
発
等
の
取
り
組
み
に
対
し
て

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る

の
で
、
農
産
物
の
加
工
品
開
発

等
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３

農
業
振
興
に
つ
い
て

⑴

農
産
物
直
売
所
等
の
設
置

や
市
内
直
売
所
の
拡
充
に
つ

い
て
の
検
討
を

【
回
答
】

市
で
直
売
所
を
設
置
す
る
こ

と
は
経
営
的
に
採
算
が
合
わ
ず

市
財
源
で
補
填
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

須
坂
温
泉
古
城
荘
や
湯
っ
蔵

ん
ど
、
市
内
ス
ー
パ
ー
の
ほ
か
、

須
坂
蔵
の
町
ス
ク
エ
ア
で
「
お

は
よ
う
市
」
の
定
期
開
催
を
始

め
て
い
ま
す
。
ご
活
用
い
た
だ

く
よ
う
お
声
掛
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑵

市
外
来
訪
者
に
対
す
る
農

業
体
験
の
積
極
的
な
取
り
組

み
と
小
・
中
学
校
の
農
業
体

験
の
拡
充
を
。

【
回
答
】

農
業
体
験
事
業
の
拡
大
に
は

対
応
可
能
な
農
家
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
地
域
に
精
通

し
た
農
業
委
員
・
推
進
委
員
さ

ん
か
ら
対
応
可
能
な
農
家
の
紹

介
等
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ⅱ

農
地
対
策
に
つ
い
て

１

地
域
計
画
策
定
の
地
域
に

お
け
る
話
し
合
い
に
当
っ
て

は
、
関
係
機
関
と
の
綿
密
な

打
ち
合
わ
せ
の
う
え
臨
ま
れ

た
い
。
ま
た
、
地
元
区
長
及

び
農
家
組
合
へ
の
周
知
と
協

力
を
図
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

地
域
計
画
策
定
に
当
っ
て
市

は
全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
協
議

の
場
の
運
営
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
実
り
あ
る
協

議
と
な
る
よ
う
Ｊ
Ａ
や
土
地
改

良
区
を
含
め
幅
広
い
関
係
者
に

参
加
の
呼
び
か
け
を
し
ま
す
が
、

地
域
を
知
る
農
業
委
員
さ
ん
、

推
進
委
員
さ
ん
の
協
力
な
く
し

て
協
議
は
成
り
立
た
な
い
の
で

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

２

東
地
区
で
ニ
ワ
ウ
ル
シ
の

繁
茂
が
み
ら
れ
、
早
め
の
駆

除
が
必
要
な
状
況
で
す
。
駆

除
に
関
す
る
周
知
と
伐
採
等

に
か
か
る
経
費
の
補
助
を
検
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全国農業新聞を
お読みください

全国農業新聞は、農業経営や暮らしに役立つ農業総合専門紙です。皆様の購読をお願いします。
月４回金曜日発行 購読料・・月７００円［送料、税込み］
購読の申し込みは、農業委員・農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局まで連絡ください。

市ＨＰで確認
できます
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メールアドレス s-nougyoiinkai@city.suzaka.nagano.jp ☎026－248－9015
印刷部数 4,800部（印刷経費 １部あたり 約28円）

編

集

後

記

今
年
も
５
月
を
迎
え
、
農
作

業
の
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。今

号
で
は
令
和
６
年
の
標
準

労
賃
・
機
械
作
業
料
金
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
県
の
最
低
賃
金

が
昨
年
10
月
に
９
４
８
円
と
な

り
、
こ
れ
を
受
け
て
の
改
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
を
は

じ
め
様
々
な
も
の
が
値
上
り
す

る
中
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い

質
の
高
い
農
作
物
づ
く
り
を
目

指
し
て
日
々
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

編
集
委
員
(情
報
・
研
修
委
員
会
)

委

員

長

目
黒

孔
一

副
委
員
長

春
原

博

委

員

黒
岩

基
之

〃

中
村

豊
彦

令
和
５
年
４
月
１
日

～
令
和
６
年
３
月
31
日

４
／
11

女
性
農
業
者
の
交
流
会

４
／
24

須
高
地
区
農
業
委
員
会

協
議
会
総
会

５
／
30

全
国
農
業
委
員
会
長
大
会

６
／
２

長
野
県
農
業
会
議
会
長

・
事
務
局
長
合
同
会
議

６
／
22
・
23

長
野
県
19
市
農
業
委

員
会
協
議
会
通
常
総
会

７
／
11

長
野
県
農
業
委
員
会
女
性

協
議
会
長
野
支
部
総
会

７
／
19

第
23
期
農
業
委
員
・
推

進
委
員
任
期
満
了

７
／
20

農
業
委
員
辞
令
交
付
式

・
臨
時
総
会

７
／
24

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
委
嘱
状
交
付
式

８
／
21

北
信
五
市
農
業
委
員
会

研
修
会

８
／
27

夜
間
盗
難
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
出
発
式

８
／
28
～
10
／
12

盗
難
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル

10
／
10
・
11

長
野
県
19
市
農
業

委
員
会
協
議
会
会
長
・

事
務
局
長
会
議

10
／
21
・
22

三
崎
港
町
ま
つ
り

農
産
物
直
売

11
／
８

須
高
地
区
農
業
委
員
会

協
議
会
役
職
員
研
修
会

11
／
17

農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
書
提
出

11
／
21

第
８
回
長
野
県
農
業
委

員
会
大
会

12
／
16

県
選
出
国
会
議
員
と
の

農
政
懇
談
会

12
／
25

農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
書
の
回
答

２
／
15

須
高
地
区
農
業
委
員
会

協
議
会
会
長
・
事
務
局

長
会
議

２
／
20

長
野
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
研
修
会

３
／
６

農
業
女
子
と
の
交
流
会

３
／
25

農
作
業
標
準
労
賃
等
協

定
会
議

３
／
26

長
野
県
農
業
会
議
第
９

回
臨
時
総
会

そ
の
他
、
定
例
総
会
・
協
議
会
（
毎

月
末
開
催
）、
各
対
策
部
会
、
情
報
・

研
修
委
員
会
、
意
見
書
策
定
検
討

委
員
会
の
開
催
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
、
遊
休
農
地
解
消
モ
デ
ル
事
業

の
実
施
な
ど

農
業
委
員
会

活
動
記
録
（
抜
粋
）

職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
農

業
委
員
会
事
務
局
、
農
林
課
（
係
長

以
上
）
の
職
員
に
次
の
と
お
り
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

（

）
は
前
任
の
職
場

転

入

■
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長

長
野

寛
（
税
務
課
）

■
農
林
課
長

峯
村

清
一
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
農
林
課
農
政
係
長

関
野

勝
仁
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
農
林
課
耕
地
・
林
務
係
長

小
林

大
介
（
上
下
水
道
課
）

転

出

■
道
路
河
川
課
管
理
係
長

丸
山

孝
幸
（
農
業
委
員
会
）

■
社
会
共
創
部
長

坂
田

温
（
農
林
課
）

■
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

担
当
課
長

横
田

宏
樹
（
農
林
課
）

■
総
務
部
付
災
害
派
遣

波
岸

康
幸
（
農
林
課
）

ご存じですか？ニワウルシ
ニワウルシは、高さ20ｍに達する落葉高木で、明治時代に庭木や街路樹として渡来したとされる中国

原産の外来植物です。外来生物法の特定外来種ではありませんが、対策の必要性が高い総合対策外来種

になります。葉の形状がウルシに似ていますが、ニガキ科の植物で、かぶれることはありません。

生育速度が極めて早く、一年で１～1.5ｍになります。繁殖力も高く、風に乗って遠くまで種子が飛

散するほか、地下茎でも萌芽します。また、根から他の植物の成長を阻害する化学物質（アレロパシー）

を放出して在来植物を駆逐しながら生育範囲を拡げます。県内でも広く野生化しており、市内でも東地

区などで生育を確認しています。高い繁殖力と成長速度の速さから根

絶するのも大変で、一度遊休農地などに入り込んでしまうと農地への

復旧が困難になりかねない厄介な植物です。

【駆除方法】

大木になる前にスコップなどで根ごと抜き取るのが効果的です。刈

り払うだけでは切り株や地下茎からわき芽が出てくるので、伐採する

場合は、切断面に除草剤（原液また２倍希釈）を塗り、２週間ほど経っ

たらひこばえにも除草剤を散布して樹勢を弱めて根絶させます。

（除草剤は登録農薬を使用し周囲に飛散しないよう注意してくださ

い。）

野焼きは原則禁止です!!
ゴミなどの屋外での焼却は、法律により原則禁止とさ

れていますが、農作業における剪定枝や稲わらの焼却な
ど、やむを得ない場合のみ例外とされます。
農作業でやむを得ず野焼きをする場合は、
① 事前に消防署に届け出る
② 葉っぱや枝をよく乾燥させる
③ 天候や時間、風向きなどに注意する
④ 家庭ごみや廃プラ等をついでに焚かない

火災予防と周辺の生活環境へのご配慮をお願いします。


